


















その時彼が書いたと思われる文章が 『嚶鳴詩文』 （第十一集 ： 明治十三年）
に残されている。 「与徳島中学校生徒書」というのがそれである。　『嚶鳴詩文』は嚶鳴社の詩文集であり、その第一集には、橋本晩翠が序文を書いている（晩翠堂文詩稿・巻之一、第六葉） 。それ と、晩翠は「不休社」 「可群社」 「嚶鳴社」の三つの文学結社 関わってきた。その第三の結社たる嚶鳴社からは『嚶鳴詩文』と題する詩文集が発刊され いた。現在、四国大学凌霄文庫に 、第十～十二集が所蔵されているが、その第十一集に斯 のこの「書」が収められている。　斯文は、翌年にはその職を退き、代わって新居敦二郎（湘香。新居水竹
次男。一八四九～一九一七）が新たに校長心得となり（明治十三年七月） 、明けて一月に校長となる。こうした事情を見る限りでは、斯文と旧制徳島中学校との繋がりは薄いかのようにも見えるが、後に大正年間には塩谷依信（守愚。元徳中校長）の頌徳碑や吉川実夫（明治二十八年徳中卒。京都帝大教授・数学）の墓碑の撰文にあたっているし、就任当時としても、少なくともこの書を草したこと自体は、校長としての責任観念の強さのほどを示していると思われる。　
以下本稿では、この文章を便宜三つの段落に分かちながら見てゆくが、
それは、明治初期における教育思想のあ ようの一斑を窺 知るよす ともなるであろう（本文とともに訓読文と訳文をも掲げた。もとより試案の域を出 い。博雅のご批正をお願いす 第である） 。　
なお、 『嚶鳴詩文』は、 本学附属図書館 ・ 一階ロビーで催された企画展「阿
部有清・歿後百二十年展」の展示資料でもあり、また岡本斯文 いう人物もこの展示で取り上げた（文献②参照） 。そうした意味 本稿は、この展示への解説補遺をも兼ね
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れ古への君子の尤も楽しみとする所なり。英才は古へ自り得難しと為す而して近世は愈よ難し 夫れ古への英才有る者は、必ず学んで以て を砥礪す。而して其の学に於けるや、志を専らにし心を一にして、禍患にも奪はれず、飢寒にも乱されず、孜々として講究し、以て其の成るを求む。故に、牛衣自ら給する者有り、銕硯自ら誓ふ者有り、 し 能く成す有る者は 蓋し尠し。其の之を教ふるの術、未だ宜しきを得ざるか 抑も、学者の研精、未だ至らざるか。何ぞ其れ材の得難きや【訳文】　
わたくし岡本斯文は、あえて校中の生徒に告げます。天下の英才を得て

















 鋳鉄硯以示人曰、 「硯弊則改而侘仕」 。卒以進士及第。 （中華書局版・第一冊、三一九頁） 。
桑維翰は五代（後梁・後唐・後晋・後漢・後周：九〇七～九六〇）の晋に仕えた臣下である。彼は風体は異様だったが、天子の補佐官への志望を強く抱いていた。ところがある人から、科挙など受けずに、もっと他 人の求めに応じ 仕えてはどうかと勧められた。そこでわざわざ鉄硯を鋳させて、この硯が壊れたらそうしましょうと答え というのである。　
斯文は、こうした故事を踏まえつつ、昔の人の奮励努力のありようを掲















者、済々然接踵而出焉、而其為士者往々不能専心修業 朝則学法律、夕則修工藝 倐焉為遊宦之人、忽爾為帰隠之客、而 定其所向、以成其業者其与幾何、是尚教之 術未得宜耶。蓋学者自負其材徒求速成故耳。宜矣英材之愈難得也。【訓読文】　
方今、朝廷、府県に制詔して、大いに学を興す。是に於てか、欧米各国
の政治法律より、以て夫の農商工 の に至るまで、皆な学ぶこと有らざる莫し。而して縉紳先生、其 道を修め、其の説を講じ 而して帷を下し徒に授くる者、其の間に林立す。吁、国家文物の盛んなる、粲然として以
て述ぶ可し。当に英才有るの士、能く其の業を成す者、済々然として踵を接し 出づべ 而るに、其の士為る者、往々にして専心修業すること能はず、朝には則ち法律を学び 夕べには則ち工藝を修め、倐焉として遊宦の人と為り、 忽爾と て帰隠の客と為る、 而して能く其の向ふ所を定めて、以て其の業を成す者、其れ与に幾何ぞ。是れ尚ほ之を教ふる 術、未だ宜しきを得ざるか。蓋し学者自ら其の材を負ひて徒らに速成を求むるが故のみ。宜なるかな、英材の愈よ得難きや。【訳文】　
現在、朝廷は府県に詔を下して、学問を大いに興隆させています。それ
で、欧米各国の政治や法律から、農業・商業・工業 いたるまで どれもこれも学んでいます。立派な先生がたは、諸道を修めて理説を講じ、塾を開いて教える人が至るところに居ます。ああ 国家文物の盛んなありさまは、輝かしいものとして述べることができます。きっと英才に恵まれた人たちからは、見事に事業を成し遂げる者 、りっぱな姿で次から次へと輩出するに違いないと思われます。ところが、学ぶ立場の人たちは、ともすると専心修業することが きません 朝に法律を んだかと思うと、夕方には工芸を習い、あっという間に他郷の役人 ったか 思う たちまち帰ってきて引退します。その中 、 方向をきちんと決めて大成する人はいったいどれだけい でしょう 。それでもやはり、教え方 よくないのでしょうか。そうではなくて、学ぶ者 自分の才能 過信して いたずらに速成を求めるからにほか らないと思わ ます。これでは有為な人材がますます出にくいのも当たり前のことでしょう。　
第二段では、速成への戒めが述べられる。西洋の文物が流れ込んできて






 闕党童子将命。或問之曰。益者与。子曰。吾見其居於位也。見其与先生並行也。非求益者也。欲速成者也。 〔闕党の童子、命を将（おこな）ふ。或るひと之を問ひて曰く「益者か」と く、 「吾れ、其の位に居るを見 や、其の先生と並び行くを見る也。益を求むる者に非ざる也。速成 欲する者也」と 〕 （憲問第十四・末尾の章）
ここでは「求益」と「速成」とが対置される。本当に自分の伸びることを求める人と、背伸びをするだけの人と──。速成はもとより望ましいこではなく（後掲備考参照） 、孔子の時代でも今の時代で 、そのことに変わりはないが、とりわけ今の時代では、周りの状況からそれに走りやすい点に問題があるというのであろう。むろん斯文としては、この弊 陥らぬよう心がけるべきだ 言いたいわけであ 。〔備考












































功績を立てて国家文物の盛んなありさまを目にも 見せ くれることは、まあ恐らく間違いないのではないでしょうか わたくし岡本斯文は 生まれつき鈍才で、若いころから方向が定まりませんでし 。ですから、何一つ古人と肩を並べられるようなも があり せん いつも我ながら情けなく思い恥じ入っているばかりです。今、かたじけなくも校長心得となりまたあなたがた秀才を教えることになりました。これはもう、昔 君子が
大いに楽しみとしたことに限りなく近いではありませんか。わたくしの楽しみがどのようなものかが分かろうというものです。けれども、みなさんはまだ若い。それでわたくしも、みなさんが志を途中で変えてしまい、成功して国家の興隆を体現してわたくしの今の楽しみ 保つということのできなくなることを、深く心配しております。 「無理をする 心の病気になるかもしれ い」な と言 人 ありますが、私は決してそうは思いません。理由は別のところにあるの ょう。 そうで なら、才能を自負して速成を求めるからにほかなりません。詩経ではこう言っ いま 、「初めは善いものを授かっていても、最後までそれを全うできる人は少い」と。西洋の人も「大きな成功は、専心努力の賜物だ」と言っています。さあ皆さん、こ 言葉をよくよく考えて下さ 。わたく は、十数年後に、あなたがたがどうなっ い を見たいと思っています。　
第三段では、いよいよ学業大成への嘱望が述べられる。浅学非才のわた
くしが諸君のような英才を得て教育の任にあたることができる は、君子三楽のうちの一つを享受しているというに近い。だから諸君は、ゆめゆめ学業を途中で放棄して、私の楽しみを壊すようなことは でほしい、というのである。衷心から迸り出 勧学の言葉だと言えよう。　
語句について言うと、 「中道」の語は論語に見える。
　　
 冉求曰。非不説子之道。力不足也。子曰。力不足者。中道而廃。今女画。 〔冉求曰く、子の道を説（よろこ）ばざるに非ず。力足らざればなり、と。子曰く、力足らざる者は中道にして廃す。今、女（なんぢ）は画（かぎ）れりと。 〕 （雍也第六 ・ 十三章） 。































きた。洋学史研究の佐光昭二氏によ ば、旧制徳島中学校は《県下教育・学問の淵薮》であったとされる（文献①、四一九頁） 。斯文のこの「書」は、そのような学校の、その創立当初の意気込みを込めて起草されて と言えよう。それがどのような形で伝達されたのかは分からない。しかし、少くとも文章の趣旨としては、そうした意味での「建学の初心」を、校中の全ての生徒に向けて光被せんとしたのであった（備考参照） 。〔備考〕








る。英才と言うと、どうしても「生まれつき」のほうに目が行きがちだが、その善導成就 い こともそれに劣らず重要である。古風な立身出世主義と言ってしまえばそれまでだが、そこには天資開顕という普遍的な要素も見られる。持って生まれたものを、余すところなく展開し花開かせることこそ大切だ――そのような主張 して受け止めるならば、今日にも十分通用するものを持っている。そしてそれには、己れを越えた或る大きなものに携わるという契機 介在することも必要なのであろう。　
第二は、それを阻害する要因として「速成」 挙げられ いる点である。





のとして、捉えられ ことになる。直接にはそれは、 「速成」の罠に陥ることなく大成の基礎を養うべしと う、学ぶ者への勧告 形を取 いが、 れは直ちに、教える者に対 ても、そ 姿勢を正すべきものと跳ね返ってくる。短期的、あまり 短期的 視野は、彼らを伸ばすどころか損なってしまう （筆者自身、 顧みて忸怩た がある） 。斯文の の 「書」
は、スロー・フードならぬスロー・エデュケイションの勧めとして、受け止めることもできるわけである。　
岡本斯文という人は儒者の家に生れ、東京遊学の際にも安井息軒や林鶴
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